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平成２６年度　＜京都市立醍醐小学校・学校経営方針構想図＞　　　　　平成26年4月4日
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学校教育目標：「次代を拓く　醍醐の子」


　～夢や希望に挑戦し，自立への基礎となる「生きる力」を育む～











　　　　　　　人権文化の構築


自立と共生　自尊感情の高揚　共感的他者理解の育成　自己開示　





〈取組の重点〉どの子どもにも届くわかる授業と確かな学力向上　








〈取組の重点〉一人一人を認め合い共に高まり合う集団の育成　　





<取組の重点〉人権尊重を基盤とした


豊かな人権感覚を培う教育活動








〈取組の重点〉ルールやマナーを守り規範意識の高揚を図る　





＜学校経営方針＞


「醍醐の子どもが自ら主体的に学ぶために」


１　一人一人を徹底的に大切にした創意あふれる教育活動を柱とした学校づくり


２　自己肯定感を高め，どの子どもも学校が楽しい（授業が楽しい，友だちが素晴らしい，体を動かすことが嬉しい）と感じられる学校づくり


３　心も体も安心安全な学校づくり（子どもの命＜ライフ＞を守りきる）
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学びのセーフティネット　　　








「“No　child　left　behind．”


（どの子どもも置き去りにしない教育活動）」


＜目指す子どもの像＞


（１）自ら考え主体的に学ぶ子ども


　　（「確かな学力」）　


（２）心豊かな思いやりのある子ども


　　（「豊かな心」）


（３）心身ともにたくましい子ども


　　（「健やかな体」）
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